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目的 
鳥類には、櫛爪と呼ばれる足の爪を持つものがおり、

サギ類やヨタカ類、メンフクロウ類など 17 種類の鳥
類の仲間に確認されている。この櫛爪を用いて身体に
付着した寄生虫を除去したり、粉綿羽の粉を効率よく
払うためといった機能で使われていると考えられて
いるが、現在に至るまでその機能は不明である。そこ
で、今回の観察では複数の鳥類の爪の観察を行い、そ
の形態の違いについて、それぞれの鳥類の生態から考
察していきたい。 
 
 
試料と方法 
 本報告書では、日本に生息しているアオサギ(Ardea 
cinerea)、カワウ (Phalacrocorax carbo)、シロハラ
(Turdus pallidus)の３種の鳥類の第三趾を用いて観察
を行い、観察にはデジタルマイクロスコープを用いた。 
 また、櫛爪の計測については、(図１)に従って計測
した。 
 
 
結果 
アオサギ(Ardea cinerea) 

 
右足 
幅：0.8 ㎜ 
長さ：7 ㎜ 
歯の数：15 個 

 
左足 
幅：0.7 ㎜ 
長さ：8.4㎜ 
歯の数：16 個 
 
 
カワウ(Phalacrocorax carbo) 

 
左足 
幅：0.8 ㎜ 
長さ：9 ㎜ 
歯の数：11 個 
 

 
右足 
幅：0.5 ㎜ 
長さ：8.9㎜ 
歯の数：12 個 



シロハラ(Turdus pallidus) 

 
右足 
幅：0.5 ㎜ 
長さ：櫛爪がないため計測不可 
歯の数：櫛爪がないため計測不可 
 

 
左足 
幅：0.4 ㎜ 
長さ：櫛爪がないため計測不可 
歯の数：櫛爪がないため計測不可 
 
 
考察 
 アオサギの櫛爪は、カワウと比較して内側に比較的
大きな突出が見られ、爪の歯の数も多く見られた。カ
ワウの櫛爪があまり目立たない理由としては、アオサ
ギの水かきの膜が趾の半分以下である半蹼型である
のに対し、カワウではすべての趾に膜が見られる全蹼
型であること、寄生している寄生虫の種類による違い
などが考えられる。 
 アオサギはカワウと同様水中で獲物を捕まえ捕食
するが、カワウと違い泳ぐ頻度は高くない。 
 また、シロハラには櫛爪が見られなかったものの、
爪の側面が下方に少し伸びていた。このような構造に

なっている理由として、爪の中にある血管を保護する
ことのほかに、効率の良い羽繕いを行うための効果も
あるのではないかと考えられる。 
 今回の観察では、主に爪の形態や大きさの比較を行
ったが、データの数が少なく、個体間のデータも得ら
れていなかった。今後の観察では、データ量を増加さ
せるだけでなく、行動観察の結果、年齢差、寄生虫の
有病率なども考えて爪の観察を行っていきたい。 
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